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要旨 

本稿では，ユーザ個人が持っている情報，ユーザ周辺の情報環境に関する情報などをユーザ状況に応
じて集約し，体系化するサービスプラットフォームについて検討した結果を報告する．まず，本稿で取
り扱う情報をユーザ自身にかかわる情報（個人プロファイル情報）と，ユーザ周辺環境を表す情報（環
境プロファイル情報）に分類する．特に環境プロファイルとして，センサ装置から得られる情報に加え，
サービス加入情報，電子ショッピング，情報ブラウジング・メールの履歴等，ユーザの日頃の情報活動
に関わるプロファイル情報を取り扱う．続いて，集約したこれらのプロファイル情報を個人環境プロフ
ァイルとして体系化するために，始点が主語（Subject），終点が目的語（Object），および両者の関係を
示す述語（Predicate）の組合せを用いてセマンティクスを記述する．この個人環境プロファイルを生成・
流通するためのプラットフォームとしてプロファイルアグリゲータとプロファイルコレクタを定義し，
それらの構成と要求機能を示す． 
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Abstract 
This paper presents a framework of a service platform, in which various kinds of profiles related to a user are 
collected and integrated according to the user’s situation. Profiles dealt in this study are classified into two 
categories, “Personal Profiles” and “Environmental Profiles”. In particular, “Environmental Profiles” have various 
information sources including not only sensor-based context information but also profiles acquired from user’s 
activities such as shopping, browsing and e-mailing. In order to integrate these collected profiles as a “Personal 
Integrated Profile”, we propose that the statement is semantically represented as an aggregate of the directed graph, 
which originates from a subject node, ends at an object node and describes a predicate as the relationship between a 
subject and an object. Functions in this proposed platform, “Profile Aggregator” and “Profile Collector”, are also 
described in order to create and exchange “Personal Integrated Profile”. 
 

1. はじめに 
我々は，ユビキタス情報社会の実現へ向けた

1 つのアプローチとして，ユーザコンテキスト
に応じたサービス提供プラットフォームの検討
を行っている．まず，我々は，ユーザの情報活
動環境は次のように進展すると想定している． 
 
・ 情報やサービスの細分化・分散化 
・ 様々な情報の電子化（例えば，センサによ
り収集される環境情報，物流情報の電子化
など） 

・ 従来電子的に扱っていなかった物品に対す
る通信機能・計算機能の追加 

・ ユーザ情報端末のマルチデバイス化 
 
このようなユーザの情報活動環境の進展は，
情報やサービスの増大をもたらす．そこには，
ユーザ自身がその膨大な情報やサービスの中か
ら適切なものを選択しなければいけない等の手
間をもたらしたり，有用な情報を活用しきれな
い等の弊害が生じる可能性がある．また，膨大
の情報を活用し，ユーザの情報活動がさらに一
層活性化させるための枠組みが必要となる． 
この問題を解決する 1 つの方法は，「ユーザ
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はどのような状況にあるのか？」「ユーザが何
を求めているのか？」といったことに着目して
適切なサービスをその都度構成することである．
なお，本稿では，このようなユーザの状況に着
目したサービスをコンテキストアウェアサー
ビスと呼ぶこととする．コンテキストアウェア
サービスを実現するためには，情報システム側
に，その時々においてユーザの状況を把握し，
関連する情報を体系的に管理してユーザへのサ
ービス提供のために活用可能とするプラットフ
ォームを構築することが課題となる． 
そこで，本稿では，個々に分断されている情
報をそのユーザ毎に集約・体系化し，サービス
提供につなげるためのプラットフォームを提案
する．具体的には，ユーザ情報の体系化方法，
体系化されたユーザ情報の参照・検索・更新等
の情報管理機能を含めた管理プラットフォーム
を提案する． 

2. ユーザ状況に基づいた情報体系化 
ユーザは，通常，獲得した情報を体系化して
理解している．一方，情報処理システムでは，
サービス事業者毎にシステムが構築されている
ため，ユーザに関する情報は個別に収集・管理
されていることが多い．このため，ユーザが様々
な情報活動を行う際に利用可能な情報は限られ
てしまう．そこで，ユーザに関わりのある情報
を集約して体系化することを目指す．このユー
ザの視点から体系化したプロファイル情報の集
合体を，本稿では，個人環境プロファイルと呼
ぶこととする．本章では，個人環境プロファイ
ルの構築に関する機能要件，想定する情報，お
よび体系化手法について述べる． 
2.1 個人環境プロファイル構築の要求条件 
個人環境プロファイル構築に対する要求条
件を示す． 

 
① 人間が暗に認知できる知識を，コンピュ
ータが理解可能とするために，明示的に
記述可能であること． 

② ユーザ状況に応じた体系化が可能であ
ること．  

③ アプリケーションからの個人環境プロ
ファイルの利用が容易であること．  

 
①は，情報処理を行う上で，セマンティクス
を付与することを意味する．また，ユーザから
見れば，1 つの情報に対し，複数の意味を含め
る場合も考慮することが必要である． 
②を実現するためには，ユーザの状況変化を
検出し，その検出に即応して個人環境プロファ
イルの関連付けが変更されることが必要である． 
③は，様々なアプリケーションを創出しやす
いようなインタフェースを想定したプラットフ

ォーム化が必要である．また，参照方式や検索
方式の最適化も必要である． 
2.2 個人環境プロファイルを構成する情報要素 
本稿では，ユーザ端末等の電子機器だけでな
く身の回りの物品，インターネット上のサービ
ス・コンテンツ等の電子データ，およびその利
用主体であるユーザも含めてオブジェクト
（Object）と呼ぶこととする．続いて，各オブ
ジェクトに対し，その特性・特徴を記したもの
をプロファイル（Profile）と呼ぶこととする． 
現在標準化が進められているRFIDを用いた
商品トレーサビリティのシステム（例えば，文
献[1]）は，商品に対応付けられた IDを仲介と
して，商品履歴情報を管理する．この例では，
物品がオブジェクトであり，物品の履歴情報が
プロファイルに相当する．また，インターネッ
ト上の各種コンテンツをオブジェクトとすると，
これらに付随するメタ情報がプロファイルに相
当する．コンテンツのメタ情報については，
Semantic Web[2]や画像ファイルに対するメタ
記述の標準化（例えば[3]）が進められている． 
さらに，ユーザをオブジェクトとして捉えた
場合，そのユーザを特徴づける情報もプロファ
イルとなる．ユーザの特徴を記述するプロファ
イルとして，氏名，性別，住所等の基本情報に
加え，各種のサービス ID 等が挙げられる．本
稿では，ユーザの移動履歴情報もユーザのプロ
ファイルとして扱う． 
上記に示した個々のプロファイルはユーザと
関連しつつも，通常は個別に管理されている．
本稿では，個人環境プロファイルを構成する情
報要素として，ユーザに関わる情報（個人プロ
ファイル）と環境側に配備されている情報（環
境プロファイル）を取り扱う．個人プロファイ
ルは，表 1に示すとおり，ユーザ自身が設定し
たプロファイル，ユーザの履歴情報から抽出さ
れた嗜好に関するプロファイルや加入している
サービスプロファイルである．それに対し，環
境プロファイルは，表 2に示すとおり，基本的
にユーザコンテキストに応じて可変なものであ
る．ユーザの活動と，ユーザ活動に関連するプ
ロファイル群を図 1に模式的に示す． 

表 1 個人プロファイルを構成する情報 

カテゴリ プロファイル例 
本人情報 氏名，年齢，性別，血液型，住所，

連絡先，家族構成，友人等 
契約情報 サービスの詳細，サービス ID等
位置情報 ユーザ位置（現在，履歴） 
嗜好情報 サービス，アプリケーション，通

信・端末などの利用履歴およびこ
れらから推定した嗜好等 

PIM情報 電話帳，スケジュール，メモ，
ToDoリスト等 
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表 2 環境プロファイルを構成する情報 

カテゴリ プロファイル例 
環境情報 その場所の環境を表すパラメー

タ（温度・湿度・明るさ等） 
リソース
情報 

提供サービス一覧、通信・端末リ
ソース，事業者が提供する情報等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 ユーザの日々の活動と関連する    
様々なプロファイル 

2.3 個人環境プロファイルの構築 
ユーザコンテキストに応じて個人環境プロフ
ァイルを構築する際に必要となる記述様式，更
新手法について説明する． 
2.3.1 記述様式 

2.1節で述べた要求①を満たすため，我々は，
Resource Description Framework (RDF) [4] 
で用いられている単方向有向グラフで記す手法
を用いて個人環境プロファイルを記述する．提
案する記法は以下の特徴を有する． 

 
・ すべての記述は，主語（S：Subject），述語
（P：Predicate），および目的語（O：Object）
の組合せにより記述される． 

・ 1つのOに対し 1つの Sを対応づける． 
・ Oと Sを兼ねることによる階層化（複文と
しての記述）を許容する． 

・ 1つの Sに対し複数の Pの対応づけを許容
する． 

・ S，V，Oの間の制約条件を定義する． 
 
次に，2.1節で述べた要求②を満たすためには，
個々のプロファイルを集約して単に合成するの
ではなく，ユーザコンテキストやプロファイル
同士の関連性を考慮して体系化する必要がある．
すなわち，個人環境プロファイルを更新する際
には，個人環境プロファイルの更新箇所以外の
情報を参照することになる．そこで，個人環境
プロファイルの参照を効率化するために，特に

変動の多い環境プロファイル部分を次の基準を
もとに体系化する． 

 
・ 時刻による区分 
現時点（現在）やユーザが気になる時点（過
去）を基準とした記述の体系化 

・ 空間による区分 
ユーザの現在地およびユーザが気になる場
所を基準とした記述の体系化 

 
提案記法による個人環境プロファイルの記述
例を図 2に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 個人環境プロファイルの構成例 

2.3.2 更新手法 
個人環境プロファイルの更新は，上記の時系
列・空間系列毎に，個々の値が変更されるかど
うかを監視する．更新手順の概要を図 3に示す．
まず，変更が検出されると，その箇所を特定し
（図中①），続いて関連して変更が必要な箇所を
特定する（図中②）．引き続き，適切な値を外部
に存在するプロファイル群に問合せ，個人環境
プロファイルの値を更新する（図中③）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 個人環境プロファイルの更新手順 
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3. プラットフォーム設計 
本章では，個人環境プロファイルを構築し，
様々なアプリケーションからの活用を想定した
プラットフォームの基本設計を述べる． 
3.1 構成 

2.1節で述べた要求③を満たすため，個人環境
プロファイルにどこからでもアクセス可能であ
ることと，ユーザがサービスを利用する際の支
援が可能であることを考慮して，個人環境プロ
ファイル生成・流通プラットフォームを構築す
る．プラットフォームの概要を図 4に示す． 
図中のプロファイルコレクタおよびプロファ
イルアグリゲータは，本プラットフォームの主
要機能である．プロファイルコレクタは，分散
しているプロファイル情報をプロファイルアグ
リゲータへ集約するために必要な機能を提供す
る．プロファイルアグリゲータは，集約したプ
ロファイルの体系化および管理を行う．以下，
それぞれの機能について個別に概要を述べる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 提案するプラットフォームの概要 

3.1.1 プロファイルコレクタ 
外部DB群は，場所毎に利用可能なサービス
プロファイルやリソースプロファイル，センシ
ング装置からの取得情報を加工した環境プロフ
ァイルなどを格納している．これらは，多様な
サービス提供者からの提供を想定し，共通ミド
ルウェアとしてプロファイルコレクタを有する．
また，これらの外部DBのありかを同定するた
めに必要となるアドレス情報等を登録しておく
ディレクトリサーバが存在するものとする． 
プロファイルコレクタは，外部DB群やユー
ザが利用する端末など，個人環境プロファイル
を構築するために必要となるプロファイル情報
を有する装置にミドルウェアとして実装される．
プロファイルコレクタの機能を表 3に示す． 

 

表 3 プロファイルコレクタの機能 

機能 概要 
通信機能 対向するプロファイルアグリゲ

ータとの通信 
プロファ
イル収集
機能 

ユーザ環境に応じて取得可能な
プロファイル情報を収集し，プ
ロファイルアグリゲータへ送信

Wrapper
機能 

必要に応じて，外部 DB 群に管
理されているプロファイル情報
のフォーマットを整形 

 
 表 3のプロファイル収集機能は，個人環境プ
ロファイルが変更されるたびに起動される．具
体的に想定する起動タイミングを図 5に示す． 
図中の①は，「ユーザの動作によるデータ入
力」を示す．ここでは，ユーザ自身がプロファ
イル情報の書換えを行った場合や，電子決済を
した場合のデータを指す．これらは，変更され
たプロファイル情報を収集してアグリゲータへ
送信する． 
図中の②は，「ユーザと環境に配備されたコ
ンピュータとのインタラクション」を示す．例
えば，ユーザがある位置になった場合に，関連
する情報を収集し始めるであるとか，近接無線
に信号が受信されて近接するプロファイル DB
を検索する等である． 
 図中の③は，「プロファイルアグリゲータか
らの更新要求」を示す．上記①，②のトリガに
より個人環境プロファイルが更新された際，関
連して更新を必要とする項目について，確認要
求が来た場合の対処を行う． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 プロファイル収集の起動タイミング 

3.1.2 プロファイルアグリゲータ 
プロファイルアグリゲータの機能は，大きく，
個人環境プロファイルの生成・更新機能と活用
機能に分類される．プロファイルアグリゲータ
の機能を表 4に示す． 
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表 4 個人環境プロファイル生成・更新・活用に
関するプロファイルアグリゲータの機能 

機能 概要 
個人環境プロファイル生成・更新機能 

通信機能 対向するプロファイルコレクタ
との通信 

更新検出
機能 

個人環境プロファイルの更新を
検出 

取得プロ
ファイル
決定機能 

どのプロファイルを取得すべき
かを決定 

所望コレ
クタ検索
機能 

所望のプロファイルを有するプ
ロファイルコレクタのアドレス
を検索 

個人環境プロファイル活用機能 
トリガ検
出機能 

個人環境プロファイル内の情報
が設定した条件を満たすかどう
かを確認することでサービス提
供のためのトリガを検出 

プロファ
イル検索
機能 

アプリケーションからの検索要
求に対し，ユーザ状況を加味し
た検索を行うことにより曖昧さ
を許容 

アクセス
制御機能 

サービス提供者に対して提供す
る情報の詳細度を変更 

 
まず，以下に，個人環境プロファイルの更新
手順を示す．プロファイルアグリゲータは，ま
ず個人環境プロファイルの更新を検出する（表 
4の更新検出機能）．そこで一部の更新が検出さ
れた際，それに伴って更新を必要とする箇所を
同定する（表 4の取得プロファイル決定機能）．
続いて，更新が必要と判断された各プロファイ
ルが，端末・携帯端末・ユーザ所有・サービス
プロバイダ所有と分散して配置されていること
から，格納されている箇所を同定し，実際に所
望のプロファイルを取得する（表 4の所望コレ
クタ検索機能）． 
なお，実際のデータ自体は，プロファイルア
グリゲータとプロファイルコレクタが連携して
保持しており，ユーザ自身がカスタマイズする
必要があるときのみ，プロファイルアグリゲー
タにそのコピーを置くものとする．したがって，
商品情報や，サービス情報等のようにサービス
提供者が運営しているDBなどの場合において
は，プロファイルアグリゲータは，コレクタ上
へのリンク情報をデータとして管理する． 
また，個人環境プロファイル活用においては，
個人環境プロファイルの参照は基本的にアプリ
ケーションから起動されることを想定する．そ
こで，アプリケーションから利用する際に，プ
ロファイルアグリゲータに求められる機能をあ
わせて表 4に示す． 

プロファイルアグリゲータは，アプリケーシ
ョンに応じて設定されたトリガを検出すると
（表 4のトリガ検出機能），アプリケーション
へ通知を行うとともに，アプリケーションから
の検索要求に対しユーザ状況に応じた検索結果
を返信する（表 4のプロファイル検索機能）．
これらはともに，個人環境プロファイルにアク
セスするため，開示相手に応じて情報の詳細度
を変更する等のアクセス制御を行う（表 4のア
クセス制御機能）． 
 以上，表 4に示した機能を有するプロファイ
ルアグリゲータのブロック図を図 6に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 プロファイルアグリゲータの構成図 

4. プラットフォーム活用シナリオ 
本章では，個人環境プロファイルプラットフ
ォームを活用したサービスとして，幾つかのシ
ナリオを述べる． 
 
・ 複数の端末に跨るサービスが提供可能とな
る．例えば，ユーザが PC を操作した時に
取得されたログから得られる嗜好情報を携
帯端末の利用時のサービスに反映すること
が可能となる．また，近くにある共用端末
を，普段用いている端末に近い構成にカス
タマイズして利用可能となる． 

・ 曖昧なキーワードによる検索であっても，
ユーザの活動履歴，サービス契約などの個
人環境プロファイルを参照することにより，
曖昧なキーワードに対し情報を追加するこ
とが可能となる．例えば，店情報を検索す
る際にカテゴリだけを指定するだけで，そ
の時点でユーザが居る場所の近くにあって，
ユーザ嗜好（料金・提供商品など）にあっ
た店情報を検索することが可能となる． 

・ 複数のプロファイル情報を活用したサービ
スが提供可能となる． 

プロファイルコレクタ

プロファイルコレクタインタフェース

更新検出機能

取得プロファイル
決定機能

通信機能
所望コレクタ
検索機能

個人環境プロファイル更新インタフェース

個人環境プロファイルDB

更新
情報

トリガ検出
機能

プロファイル
検索機能
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更新に関連する機能群

個人環境プロファイルの
活用に関連する機能群
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・ 例えば，買い物リストを登録しておいた後
に店に入店すると，ユーザが要求する商品
に関する売り場案内，最適な買い物コース，
推奨品の提案等のサービスが可能となる． 

 
以上，サービスシナリオの例を述べたが，基
本的にコンテキストアウェアサービスはユーザ
状況により数多くのシナリオが想定されよう． 

5. 関連研究 
コンテキストアウェアサービスに関する従来
研究は多くなされている．Context Toolkit [5] 
は，センサから収集された低レベルの情報から
高次の情報へ変換して，アプリケーションから
の利用を促進するフレームワークであり，セン
サデータから得られるコンテキスト情報の体系
化であるといえる．また，Cooltown [6] プロジ
ェクトでは，人・モノ・場所に対し，それぞれ
にURLを対応付けることにより，Webベース
でコンテキスト情報の体系化を示している．ま
た，我々は先に，コンテキスト情報の収集・管
理プラットフォームとして，コンテキストの収
集・管理・活用するプラットフォームとして
CASPを提案している．文献[7]では，ユーザが
関わる物品と行動との関係を手がかりとして，
ユーザの行動に関する情報を収集・管理・活用
するプラットフォームを提案している． 
一方，Web分野においては，コンテンツに対
し，コンピュータに共通に可読なセマンティク
スを与えるSemantic Webへの取り組みがなさ
れている [2]．Semantic Web は Resource 
Description Framework (RDF) [4] や Web 
Ontology Language (OWL) [8] といったいく
つかのコア技術から構成される．RDF は，
Subject，Predicate および Object から構成さ
れる基本的なデータ記法を定めている．OWL
は，それぞれのデータが何を意味しており，ど
のように利用すればよいかを記述した体系であ
る．これらは，Webにセマンティクスを付与し，
共通の知識のもとに，より高度なコンピューテ
ィング処理を可能とするための取り組みである． 

Semantic WebはWeb基盤において相互に解
釈可能にすることをその目標に据え，共通の知
識の体系化を求めているものであるとするなら，
本稿で提案している個人環境プロファイルの体
系化は，Personalized Serviceを実現するため
に利用するパーソナルなオントロジの作成の試
みといえる．また，取り扱うプロファイルにつ
いても，センサから収集されたデータや Web

コンテンツに限らず，ユーザの日頃の情報活動
（例えば，電子ショッピング，ブラウジング，
メール，チャットや様々な情報コンテンツ）か
ら生成される情報群をターゲットとしている． 

6. まとめ 
本稿では，ユーザとその周りの環境にあるプ
ロファイル群が動的に変化する環境において，
個人環境プロファイルの構築について報告した．
個人環境プロファイルは，ネットワーク上に分
散する様々なプロファイル情報をユーザ状況に
応じて集約・体系化したものである．そこでは，
センサ装置から得られる情報に加え，サービス
加入情報やショッピング，情報ブラウジングと
いった，日頃の情報活動に関わるプロファイル
情報を取り扱っている． 
また，個人環境プロファイルの記述様式・更
新方法について述べ，該プロファイルを生成・
流通するためのプラットフォームの構成と要求
機能を述べた．さらに，ユーザの情報収集・情
報発信・コミュニケーション支援・コミュニテ
ィ形成等の情報活動に個人環境プロファイルが
活用できるのではないかと考え，サービスシナ
リオを示した．なお，今後の課題として，個人
環境プロファイルは個人情報に関わるため，プ
ライバシ保護を十分考慮することが挙げられる．  
謝  辞 日頃ご指導いただく浅見所長，松島副所長，
松本取締役に深謝します．  
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